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は
じ
め
に

　

大
芝
遺
跡
が
所
在
す
る
日
高
郡
日
高
川
町
は
、
和

歌
山
県
中
央
部
に
あ
る
日
高
平
野
と
平
野
を
流
れ
る

日
高
川
の
中
・
下
流
域
に
位
置
し
て
お
り
、
平
成
17

年
に
旧
川
辺
町
、
美
山
村
、
中
津
村
が
合
併
し
て
発

足
し
ま
し
た
。
西
は
御
坊
市
、
日
高
郡
日
高
町
、
北

は
有
田
郡
広
川
町
、
有
田
川
町
、
東
は
田
辺
市
、
南

は
日
高
郡
印
南
町
と
接
し
て
お
り
、
県
内
第
３
位
の

面
積
を
有
す
る
町
で
、
古
く
か
ら
果
樹
栽
培
や
林
業

が
盛
ん
で
あ
り
、
特
に
備
長
炭
生
産
は
日
本
一
を
誇

り
ま
す
。
日
高
川
町
に
は
東
西
に
県
内
最
長
の
日
高

川
が
流
れ
、
そ
の
浸
食
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
河
岸

段
丘
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

大
芝
遺
跡
は
日
高
郡
日
高
川
町
（
旧
中
津
村
）
佐

井
に
所
在
し
て
お
り
、
県
下
第
２
位
の
面
積
を
誇
る

日
高
平
野
に
流
れ
込
む
日
高
川
の
中
流
域
に
位
置

し
、
大
き
く
蛇
行
を
繰
り
返
す
地
点
の
日
高
川
右
岸

の
河
岸
段
丘
の
一
部
が
縄
文
時
代
の
遺
跡
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
遺
跡
は
南
北
約
320
ｍ
、
東
西
約
160

ｍ
の
範
囲
に
広
が
っ
て
お
り
、
周
囲
に
は
水
田
が
数

多
く
広
が
り
ま
す
。

　

昭
和
40
年
代
に
行
わ
れ
た
分

布
調
査
で
は
、
昭
和
28
年
７
月

18
日
に
発
生
し
た
和
歌
山
大
水

害
後
の
復
旧
工
事
に
お
い
て
水

田
地
下
か
ら
石せ
き
ぞ
く鏃
や
縄
文
土
器

が
露
出
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
回
の
調
査
が

初
の
本
格
的
発
掘
調
査
と
な
り

ま
し
た
。

今
回
の
調
査
に
つ
い
て

　

今
回
の
大
芝
遺
跡
の
発
掘
調

査
は
県
営
中
山
間
総
合
整
備
事

業
佐
井
地
区
ほ
場
整
備
事
業
に

先
立
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
調

査
は
令
和
６
年
５
月
か
ら
令
和

７
年
３
月
ま
で
行
わ
れ
、
調
査

面
積
は
１
３
，
２
８
４
．
１
１

㎡
で
す
。

特
集  
大
芝
遺
跡
の
発
掘
調
査
（
概
要
・
古
代
～
中
世
編
）

図１　大芝遺跡調査区位置図（日高川町提供地図に加筆）
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大
芝
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
主
に
古
代
か
ら

中
世
と
そ
の
下
層
か
ら
縄
文
時
代
の
遺
構
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
確
認
し
た
遺
構
は
総
数
２
，

０
０
０
を
超
え
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
風
車
109
号
で

は
発
掘
調
査
の
全
体
的
な
概
要
と
古
代
か
ら
中
世
に

か
け
て
の
遺
構
・
遺
物
に
つ
い
て
、
次
号
以
降
で
縄

文
時
代
の
遺
構
・
遺
物
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
き
ま

す
。古

代
か
ら
中
世
の
遺
構

　

古
代
か
ら
中
世
の
遺
構
は
調
査
区
１
～
４
区
全
て

で
確
認
し
ま
し
た
。
調
査
区
の
土
層
の
堆
積
状
況
を

観
察
す
る
と
、
古
代
か
ら
中
世
の
遺
構
面
は
上
部
を

後
世
の
耕
作
な
ど
に
よ
っ
て
大
き
く
削
ら
れ
て
し

ま
っ
て
お
り
、
元
々
の
遺
構
の
深
さ
よ
り
も
浅
く

な
っ
て
い
る
遺
構
が
大
半
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
回
は
そ
の
中
で
も
代
表
的
な
遺
構
を
紹
介
し

ま
す
。　

掘
立
柱
建
物
１
（
写
真
１
・２
）　

調
査
区
４
で
検
出

し
た
南
北
6.8
ｍ
、東
西
5.0
ｍ
の
掘
立
柱
建
物
跡
で
す
。

柱
穴
の
間
隔
は
約
1.0
～
2.5
ｍ
の
総
柱
建
物
で
、
北
・

南
側
に
庇
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
中
世
の
土

師
器
が
少
量
出
土
し
て
い
ま
す
。

２
２
４
（
４
８
１
）
溝　
調
査
区
２
で
検
出
し
た
北

西
か
ら
南
東
に
延
び
る
検
出
長
36.0
ｍ
、
最
大
幅
1.2
ｍ

の
溝
で
北
西
部
は
調
査
区
外

へ
更
に
延
び
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
埋
土
か
ら
瓦
器
片
が
出

土
し
て
い
ま
す
。

１
０
６
６ 

溝
（
写
真
１
）
調

査
区
４
で
検
出
し
た
南
北
、

東
西
方
向
に
「
て
」
の
字
状

に
延
び
る
検
出
長
67.0
ｍ
、
最

大
幅
1.2
ｍ
の
溝
で
す
。
溝
か

ら
北
及
び
東
部
で
は
遺
構
の

遺
存
状
況
が
悪
く
、
ま
た
遺

構
数
も
大
き
く
減
る
こ
と
か

ら
、
集
落
や
墓
域
を
区
画
す

る
溝
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
埋
土
か
ら
土

師
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま

す
。

土
壙
墓
群（
２
１
８・２
３
７

・
２
５
１・２
６
１・２
８
１
・

３
４
９・３
５
８・３
６
６・３

６
７・３
７
２・３
７
４・３
８

１・３
８
２・１
２
７
７・１
２

７
８・
１
２
７
９・
１
２
８
０ 

ほ
か
）（
写
真
３
）　

調
査
区

２
及
び
４
の
南
部
で
検
出
し

た
土
壙
墓
群
で
す
。
平
面
形

写真１　調査区４南部完掘状況（北西から）

掘立柱建物１掘立柱建物１

1066溝1066溝
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状
は
径
0.5
～
0.8
ｍ
の
円
形
や
楕
円
形
で
深
さ
は
0.2
～

0.6
ｍ
を
測
り
ま
す
。
上
部
に
は
0.1
～
0.5
ｍ
程
度
の
川

原
石
な
ど
を
置
く
、
も
し
く
は
積
み
上
げ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
川
原
石
は
や
や
土
坑
の
中
心
に
向
か
っ
て

落
ち
込
ん
で
い
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

は
土
坑
の
中
に
埋
め
た
遺
体
な
ど
が
腐
敗
し
、
そ
の

腐
敗
し
た
部
分
に
上
部
の
土
や
石
が
落
ち
込
ん
だ
結

果
と
考
え
ら
れ
ま
す
。出
土
遺
物
は
少
な
い
で
す
が
、

土
師
器
・
瓦
器
・
鉄
製
短
刀
・
繊
維
製
品
な
ど
が
あ

り
、
遺
物
や
石
の
状
況
か
ら
中
世
の
土
壙
墓
群
と
判

断
し
ま
し
た
。

ま
と
め

　

大
芝
遺
跡
で
確
認
し
た
古
代
か
ら
中
世
の
建
物
跡

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
掘
立
柱
建
物
１
の
み
で
あ
り
、

調
査
区
４
で
は
人
々
が
住
ん
で
い
た
集
落
が
広
が
っ

て
い
た
と
い
う
の

は
少
し
考
え
に
く

い
状
況
で
す
。
そ

の
一
方
で
、
令
和

５
年
度
に
同
じ
日

高
川
町
佐
井
で
発

掘
調
査
を
行
っ
た
前
田
遺
跡
（
風
車
105
号
参
照
）
で

確
認
し
た
中
世
の
遺
物
や
、
今
回
大
芝
遺
跡
で
出
土

し
た
遺
物
の
中
に
は
中
国
製
白
磁
碗
や
備
前
焼
の
破

片
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
調
査
区
の
近
く
に
集
落

が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

で
は
、
調
査
区
で
は
古
代
か
ら
中
世
の
間
、
ど
の
よ

う
な
景
色
が
広
が
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？　

手

が
か
り
と
な
る
の
は
多
数
の
土
壙
墓
で
す
。
特
に
調

査
区
２
と
４
で
ま
と
ま
っ
て
発
見
さ
れ
た
土
壙
墓
群

の
存
在
に
よ
っ
て
、
周
囲
は
墓
域
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
た
可
能
性
が
高
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
調
査
区

４
の
横
断
す
る
１
０
６
６
溝
を
境
に
、
溝
の
北
と
東

側
の
遺
構
の
分
布
密
度
が
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
溝
が
墓
域
を
表
す
区
画
溝
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
１
０
６
６
溝
を
横
切

る
よ
う
に
検
出
し
た
掘
立
柱
建
物
１
は
、
溝
が
埋

め
ら
れ
た
後
に
建
て
ら
れ
た
か
、
反
対
に
掘
立
柱

建
物
１
が
必
要
な
く
な
り
、
取
り
壊
さ
れ
た
後
に

１
０
６
６
溝
が
掘
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。　

　

１
０
６
６
溝
と
掘
立
柱
建
物
１
に
は
そ
れ
ぞ
れ
ど

の
よ
う
な
役
割
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？　

そ
し

て
、
土
壙
墓
に
埋
葬
さ
れ
た
人
々
は
ど
ん
な
暮
ら
し

を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？　

整
理
作
業
を
通
し

て
、
今
後
こ
の
謎
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
濵
﨑　

範
子
）

写真２　掘立柱建物１（北東から）

写真３　381 土壙墓の石検出状況（北から）と出土した短刀
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名
手
役
所
主
屋
前
土
塀
復
旧
工
事 

　

江
戸
時
代
後
期
の
姿
を
今
に
伝
え
る
た
め
、
史
跡

整
備
が
進
む
名
手
役
所
（
紀
の
川
市
）。
こ
れ
ま
で

に
主
屋
、
離
れ
・
蔵
の
復
旧
工
事
を
重
ね
て
き
た
こ

の
史
跡
で
、
昨
年
度
、
破
損
し
て
い
た
構
成
物
を
新

た
に
復
旧
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
主
屋
南
側

の
庭
を
囲
ん
で
い
た
「
土
塀
」
で
す
。

　

今
回
の
土
塀
復
旧
で
は
、
約
30
年
前
か
ら
風
化
が

進
み
、
長
く
失
わ
れ
て
い
た
姿
を
、
わ
ず
か
に
残
さ

れ
た
資
料
や
仕
様
を
手
が
か
り
に
、
歴
史
を
た
ど
る

よ
う
に
再
現
す
る
こ
と
を
試
み
ま
し
た
。
復
旧
の
ヒ

ン
ト
と
な
っ
た
の
は
、
解
体
直
前
に
撮
影
さ
れ
た
写

真
（
写
真
１
）
と
、
現
在
ま
で
残
さ
れ
て
い
た
土
塀

の
一
部
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
、
江
戸
時
代
後
期
に
存

在
し
た
姿
の
再
現
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

作
業
開
始
時
に
と
り
わ
け
苦
労
し
た
の
が
、
東
側

の
入
口
付
近
で
す
。
土
塀
は
基
礎
の
石
積
み
ま
で
崩

れ
落
ち
、
か
つ
て
通
用
門
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す

痕
跡
が
主
屋
の
柱
に
残
る
も
の
の
、
門
本
体
の
部
材

は
全
て
失
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
門
の
復
旧
は
断
念
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現
存
部
分
の
構
法
に

な
ら
っ
て
積
み
直
し
、
基
礎
石
積
み
は
本
来
の
状
態

に
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
写
真
２
）。

　

土
塀
の
内
部
構
造
を
担
う
土
壁
内
の
石
積
み
は
、

時
間
の
経
過
と
と
も
に
崩
れ
て
い
ま
し
た
が
、
全
て

を
積
み
直
す
こ
と
は
せ
ず
、
再
用
で
き
る
部
分
を
整

え
な
が
ら
表
面
を
清
掃
し
ま
し
た
。
す
る
と
整
然
と

積
ま
れ
た
石
が
姿
を
現
し
、
当
時
の
仕
様
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
（
写
真
３
）。

　

土
壁
部
分
は
、積
み
上
げ
る
た
め
の
型
枠
を
組
み
、

土
を
一
層
ず
つ
詰
め
、
叩
き
締
め
な
が
ら
、
内
部
の

石
積
み
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
構
造
補
強
と
し
て

錆さ
び

対
策
を
施
し
た
鉄
筋
を
仕
込
み
、
目
指
す
姿
を
少

し
ず
つ
形
に
し
て
い
き
ま
し
た
。
積
み
上
げ
を
完
了

し
た
ら
乾
燥
期
間
を
設
け
、
瓦
葺
き
の
工
程
へ
進
み

ま
し
た
（
写
真
４
）。
発
掘
調
査
時
の
表
面
採
集
で

見
つ
か
っ
た
桟
瓦
を
再
利
用
し
、
不
足
分
は
同
じ
文

様
で
新
調
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
古
写
真
や
主
屋
の

屋
根
瓦
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
他
の
瓦
も
再
現
し
ま

し
た
。
仕
上
げ
に
は
漆
喰
を
塗
り
、
主
屋
の
庭
に
土

塀
が
完
成
し
ま
し
た
（
写
真
５
）。
季
節
の
寒
暖
差

や
天
候
を
留
意
し
つ
つ
、
土
を
こ
ね
、
石
を
積
み
、

瓦
を
並
べ
る
手
仕
事
に
よ
っ
て
、
失
わ
れ
た
景
観
が

少
し
ず
つ
戻
っ
て
き
ま
し
た
。　
　
（
大
給　

友
樹
）

写真１　解体前の土塀
                 （主屋・離れを西からみる）

写真２　土塀東側入口の復旧状況

写真３　土塀表面の壁土を清掃した状況

写真４　瓦葺き作業の状況

写真５　主屋前土塀の竣工状況
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今
回
は
、
近
世
中
期
の
土
木
工
事
や
享
保
の
改
革
で
の
新
田
開
発
で
活
躍
し
た
、
紀

伊
・
溝
口
村
（
現
・
海
南
市
野の

上か
み

新し
ん
）
出
身
の
井い

澤ざ
わ

弥や

惣そ

兵べ

衛え

為た
め
な
が永（
以
下
「
弥
惣
兵
衛
」）

に
関
連
さ
せ
て
、
以
前
よ
り
筆
者
が
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
綴
っ
て
み
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
昨
年
度
、
広
川
町
の
日
蓮
宗
寺
院
・
養よ

う

源げ
ん

寺じ

で
の
建
造
物
調
査
に
始
ま

り
ま
す
。
養
源
寺
は
、
宝
永
地
震
の
津
波
被
害
後
、
紀
伊
５
代
藩
主
・
吉
宗
公
の
計
ら

い
も
あ
り
、
現
在
の
地
へ
と
寺
地
を
移
さ
れ
ま
す
。
境
内
に
は
吉
宗
公
の
母
・
浄
円
院

と
も
縁
の
あ
る
「
出
世
大
黒
天
」
を
祀
っ
た
大だ

い
こ
く
ど
う

黒
堂
が
本
堂
と
並
び
建
ち
ま
す
（
上
写

真
）。
寺
地
の
北
側
「
院い

ん

の
馬ば

ば場
」
と
呼
ぶ
範
囲
は
、
当
時
の
新
田
開
発
で
開か

い
こ
ん墾
さ
れ

た
と
伝
わ
り
ま
す
。
そ
の
開
発
に
は
弥
惣
兵
衛
も
関
与
し
た
の
だ
ろ
う
な
、
と
想
像
が

膨
ら
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
弥
惣
兵
衛
の
生
誕
地
に
近
い
野
上
八は

ち
ま
ん
ぐ
う

幡
宮
の
拝は

い
で
ん殿
前
に
は
、
弥
惣
兵
衛
の
寄

進
と
伝
わ
る
手ち

ょ
う
ず
ば
ち

水
鉢
が
あ
り
ま
す
（
下
写
真
）。
前
面
に
は
「
溝
口
村
生
／
井
沢
宇
左

衛
門
尉
／
氏
勝
／
元
禄
三
庚
午
年
五
月
」と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
元
禄
３
年（
１
６
９
０
）

は
、
弥
惣
兵
衛
（
＝
氏
勝
）
が
紀
伊
藩
の
役
人
に
登
用
さ
れ
た
時
期
と
も
重
な
り
ま
す
。

ま
た
、
境
内
に
数
十
存
在
す
る
石
燈
籠
を
眺
め
て
い
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
□
□

三
年
」
に
寄
進
ま
た
は
奉
納
さ
れ
て
来
て
い
ま
し
た
。
手
水
鉢
も
含
め
て
八・

・

・

・

幡
三
神
と

関
連
付
け
ら
れ
た
も
の
な
の
か
、
近
世
期
の
信
仰
の
あ
り
方
が
気
に
な
る
事
象
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
下
津　

健
太
朗
）

　
文
化
財
建
造
物
課
　和
歌
山
の
建
物
と
ゆ
か
り
の
人
物
（
８
）

　
埋
蔵
文
化
財
課
　「
Ｓえ
す
じ
が
め

字
甕
」が
和
歌
山
に
や
っ
て
き
た
件

　
あ
い
ち
朝
日
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
『
企
画
展
「
Ｓ
字
甕
」
と
い
う
と
て

も
薄
い
甕
が
流
行
っ
て
い
た
件
』（
令
和
７
年
４
月
～
令
和
７
年
６
月
）
が
開

催
さ
れ
、５
月
の
連
休
中
に
帰
省
し
た
際
に
見
学
し
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
、「
Ｓ

字
甕
」
が
ど
う
い
っ
た
も
の
か
と
い
う
と
、
弥
生
時
代
終
末
期
か
ら
古
墳
時
代

前
期
に
か
け
て
伊い

せ勢
・
尾お
わ
り張
地
域
を
中
心
に
流
行
し
た
土
器
で
、
正
式
に
は

「
Ｓえ
す
じ
じ
ょ
う
こ
う
え
ん
だ
い
つ
き
が
め

字
状
口
縁
台
付
甕
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
名
前
に
あ
る
と
お
り
、
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
「
Ｓ
」
の
よ
う
に
屈
曲
す
る
口
縁
部
を
も
ち
、
底
に
は
脚き
ゃ
く
だ
い
ぶ

台
部

が
付
き
ま
す
。
ま
た
、
器き

壁へ
き

が
非
常
に
薄
く
作
ら
れ
て
お
り
、
と
て
も
軽
量
な

点
も
大
き
な
特
徴
で
す
。「
Ｓ
字
甕
」
は
弥
生
時
代
終
末
期
に
伊
勢
湾
周
辺
地

域
で
生
み
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
古
墳
時
代
に
入
る
と
全
国
的

に
分
布
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
和
歌
山
県
内
で
も
「
Ｓ
字
甕
」
や
「
Ｓ
字

甕
」
の
可
能
性
が
あ
る
土
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
和わ

田だ

岩い
わ

坪つ
ぼ

遺い

跡せ
き

発
掘
調
査

（
風
車
103
号
参
照
）
で
は
、「
Ｓ
字
甕
」
の
可
能
性
が
あ
る
口
縁
部
片
（
写
真
１
）

と
脚
台
部
（
写
真
２
）
が
各
１
点
出
土
し
ま
し
た
。
ま
た
、
八は
っ
た
ん反
田だ

遺い

跡せ
き

発
掘

調
査
で
も
、「
Ｓ
字
甕
」
の
口
縁
部
片
が
出
土
し
ま
し
た
（
風
車
107
号
参
照
）。

こ
れ
は
、
弥
生
・
古
墳
時
代
の
伊
勢
・
尾
張
の
人
々
と
、
和
歌
山
の
人
々
が
交

流
し
て
い
た
こ
と
が
垣
間
見
え
る
、
貴
重
な
資
料
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
（
石
丸　

彩
）

【
参
考
文
献
】
松
本
彩
・

原
田
幹
２
０
２
５
『
企

画
展
「
Ｓ
字
甕
」
と

い
う
と
て
も
薄
い
甕

が
流
行
っ
て
い
た
件

　

展
示
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』

あ
い
ち
朝
日
遺
跡

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

養源寺の大黒堂（建物は昭和戦前期の
再建、右奥は江戸中期再建の本堂）

野上八幡宮の拝殿前にある、井澤弥惣
兵衛寄進の手水鉢（後方の石燈籠は「慶
安三年」の寄進）

写真１　「Ｓ字甕」の可
能性がある口縁部

写真２　「Ｓ字甕」の可
能性がある脚台部
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風車109（2025・夏号）

 令和７年６月 30 日

和歌山県立紀伊風土記の丘

和歌山県立博物館

和歌山市立博物館

御坊市歴史民俗資料館

●夏期企画展「高野山麓・山里のしごと」 　2025 年７月 12 日（土）～ 2025 年９月 ７ 日（日）

●展示講座②（夏期企画展） 　　　　　　　　　　　　　　2025 年 8 月 24 日（日）

●企画展「祇園南海の誌と書 ― 教養・芸術・心情 ― 」
 2025 年６月 14 日（土）～ 2025 年７月 21 日（月・祝）

●夏休み子供向け企画展「くらべてみよう！ふたりの絵」
 2025 年８月 ２ 日（土）～ 2025 年９月 23 日（火・祝）

●企画展「わかやま鉄道物語」 2025 年７月 19 日（土）～ 2025 年９月 23 日（火・祝）

●ミニ展示１「気になる木 ― 出土した扇とその背景 ― 」 
 2025 年４月５日（土）～ 2025 年８月 31 日（日）

●ミニ展示２「湯川氏ゆかりの住職と稱名寺・来迎二十五菩薩立像」 
 2025 年４月５日（土）～ 2025 年８月 31 日（日）

催し物案内　和歌山県内の文化財関係イベント情報 （2025 年 夏 ～ 2025 年 秋）

１　表紙
２　特集「大芝遺跡の発掘調査（概要・古代～中世編）」
６　短信「名手役所主屋前土塀復旧工事」
７　きのくに歴史小話「文化財建造物課　和歌山の建物とゆかりの人物（８）」
　　　　　　　　　　「埋蔵文化財課　「Ｓ字甕」が和歌山にやってきた件」
８　催し物案内

★公式インスタグラム
ユーザーネーム：wabunse_official
イベント情報などを発信しています！

※掲載内容は変更される可能性があります。詳細は各施設へお問い合わせください。


